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アブストラクト 

 太陽近傍６３Ｍ型巨星、銀河面から外れた１９５Ｍ型巨星、それにＳＲと判っている３４Ｍ型巨星のＪＨ

ＫL測光を行った。(J-H)o – (H-K)o 図上でそれらを、最近のモデル、バーデの窓、ＮＧＣ６５２２フィー

ルド、内のＭ型巨星観測値と比べた。近傍Ｍ型巨星のメタル量 [Z/Zo] は分散自乗平均根 0.08 であった。

もし Frogel/Whitford のバルジサンプルと近傍Ｍ型巨星との差がメタル量の差に起因するなら、その大き

さはΔ[Z/Zo]＝+０．２である。ＮＧＣ６５２２フィールドＭ型巨星のメタル量に広がりがあるという証拠

もあるので、Frogel/Whitford サンプルは高メタル側にバイアスがかかっているのだろう。われわれの結

果によれば、銀河面から 500 pc かそれ以上離れた拡大太陽近傍域に (J-H)o – (H-K)o 上で NGC 6522 の

Ｍ型巨星と同じ箇所を占める星がある。これはそれらがバルジＭ巨星と同じメタル量を有することを示唆

する。それら銀河面外に位置する星は多分、厚い円盤または内側ハローに属し、銀河バルジの高メタル成

分は従って、この種族の中心集団と看做せる。今回の研究はバルジと拡大太陽近傍のミラ型星の母星は似

ているという想定を支持する。 

 

１．イントロ 

バルジのＭ巨星のメタルとマス 

 Lloyd Evans 1976 3 つのバーデの窓でミラ周期に幅――＞母星マスとメタルに幅？ 

 Feast 1985, Glass 1986,   バルジ IRAS の近赤外――＞再確認 

 Blanco,McCarthy,Blanco 1984 非変光Ｍ巨星の objective-prism  

 Frogel,Whitford 1987  NIR 測光          ――＞低振幅変光星の研究 

        スーパーメタルリッチ？ 

Blanco 型の M巨星はバルジ特有なのか？似たような星が近傍にもいるのか？ 

様々な議論(Feast1985, Whitelock,Feast,Catchpole1986,Whitelock et al1990)から 

「同じ周期ではバルジと近傍星が似ている」ことが明らかである。しかし、 

運動学から近傍の明るいＭ型巨星はミラの母星ではないことが言える。 

銀河面から離れた暗い晩期Ｍ型星(Stephenson 1986)が母星であろう（Feast1989）。 

 

２．観測 
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表１ 近傍６３Ｍ型巨星 

（１）ＭＫ分類でＭ型（２）Eggen1973 リストで古い円盤種族候補（３）同じく若い円盤種族候補（４）Ｅｇｇen1972がヒヤ

デスグループ（５）少数のＣａｒter標準星 大部分はＢｒｉght Star Catalogueにある。 

表２ Stephenson1986(|ｂ|＞１０°)にある１０８晩期Ｍ型星。 

 |ｂ|＞2０°でδ ＜０のものを選択した。７５星は２回以上、３３星は１回のＪＨＫＬ 

表３ ＳＧＰ 

 ｂ＜－５９°のＭ型巨星をＭｉｃｈｉｇａｎ分光カタログから８７星 

表４近傍のＳＲでＭ型 

 多くは Catchpoleの１９７９からだが、Carterシステムに直した。 

 Ｆｒｏｇｅｌ．Ｗｈｉｔｆｏｒｄ１９８７の結果はＣａｒｔｅｒ１９９０に従い、ＣＴＩO－－＞Ｃａｒｔｅｒシステムに直して使う 

表１，２，４、では|ｂ|＞１０°の星には Burstein,Heiles1982の減光式を用いた。 

           |ｂ|＜１０°の星は Neckeｌ,Klare 1980 のＥ（Ｂ－Ｖ）か 

       Ｔａｍｍａｎｎ，Ｓａｎｄａｇｅ，Ｙａｈｉｌ１９７９の式を適用。 

３．近傍Ｍ巨星 （表１） 

 Bessell1989 モデルから、(J-H)-(H-K) プロットは表面重力、大気の広がり、組成に鋭敏である。 



                                      

近傍星に[Z/Zo]=０が妥当とすると、観測とモデルの間にずれがある。 

Δ （Ｈ－Ｋ）＝－Δ （Ｊ－H）=+0.026 で一致する。 

 

観測点の分散は小さくフィットカーブに垂直な方向で０．０１３magである。モデル間のずれを利用して分散を求めると 

σ （[Z/Zo]）=0.08 

図１近傍Ｍ型（＞Ｍ５を除く） 

＞Ｍ５は図５のＳＲと似ているのでそこで扱

う。 

●＝古い円盤種族(Eggen) 

×＝若い円盤候補 

○＝ヒアデスグループ候補 

△＝ＭＫ標準星その他 

分離しているようには見えない。 

 

点線＝系列を目で引いた 

HR5192はずれ過ぎているのではずす。 

実線＝Bessellモデル（Mbol=-3.5,M=1Mo） 

 [Z/Zo]=-0.5(W), =0.0(Z),=+0.5(ZZ) 

 モデルの上の方は怪しい。 

 



４．バルジ巨星 

                                     

 

                                       

                                      

図３  図２をスペクトル型で表現 

 

同じ（Ｊ－Ｈ）で見ると早期ほど左に偏ってい

る。 

したがって、分散はリアルでメタル量のばらつ

きを示すものだろう。 

論理がつかめない。スペクトル型がメタル量に

対応するのか？ 

しかし、同じＨ－Ｋで比べると訳が分からん。 

 

ただ、気を付けなくてはいけないのは、

Frogel,Whitford は晩期Ｍにバイアスがかか

っている。Ｍ８，M9 星の８３％が観測されてい

るが、Ｍ６では１０％、Ｍ２の４％しか観測され

ていない。メタルが多くなると赤くなるから、Ｆ－

Ｗの平均メタルは無バイアスの時より高メタル

になっている。 

Sharples et al も同様。 

メタル量効果は ＴｉＯ対（Ｊ－Ｋ）プロットにも現わ

れる。 

Sharples,Walker,Cropper 1990 

 8415 TiOバンドヘッド指数 

＋Bessell1989モデル 

＝＝＞ 

NGC6522 フィールドで[Z/Zo]=+0.5 

 改善：表１にある HR45, 211, 585, 587, 

4035, 4267, 9064の（Ｊ－Ｋ）をＣａｒｔｅｔ１９９０で 

ＣＴＩＯに変換して、それら近傍星が[Z/Zo]=０．０

と仮定すると、[Z/Zo]=+0.２ となる。 

Terndrup,Frogel,Whitford 1990 

 ７８９０ ＴｉＯを使って、754-781指数からメタ 

ルを出した。Bessell et alは信頼度疑問。 

 NGC 6522 フィールドで、[Z/Zo]=+0.4（近傍 

星で規格化）, =+0.2（規格化なし） 

 b=-10, -12°で、[Z/Zo]=－0.2（規格化なし）  

規格化を行うとわずかにプラス？ 

Rich(1988), Geisler,Friel(1990) 

 ＮＧＣ６５２２フィールドＫ巨星のメタル 



  

５．銀河面から離れたＭ型星とＳＲ 

                

これらのデータはＰａｒｅｎａｇｏ１９５１から取った。非常によく似た結果が三上（１９７８）により得られている。 

三上はＳＲと非変光Ｍ型星との間に運動学的にはっきりした差を見出した。 

ミラの値（Ｆｅａst １９７２）は比較用。 

Stephenson 

 |b|>10°の晩期Ｍ型星のスケールハイトＨｚ＝９００ｋｐｃ（Ｍｖ＝０）， １．８ｋｐｃ（Ｍｖ＝－０．９） 

 thick disc の厚さと同程度 

ＳＧＰのＭ巨星 

 ｍｐｈ＝１０．２、Ｂ－Ｖ＝１．５， Ｍｖ＝０ ――＞ Ｄ＝５００ｐｃ 

表５  

恒星グループ

の運動学的、分

布特徴。 

 

Freeman 1977

の種族特性も

比較に挙げた。 

 

拡大太陽近傍

のＳＲは通常の

Ｍ巨星と比べ、

はっきりした非

対称ドリフトと速

度分散を有す。 



                             

                             

図４．Ｍ型巨星の二色図 

○ 既知変光星 

● 表２の晩期Ｍ型星 

× 表１の近傍Ｍ型巨星 

 

破線＝図１の近傍Ｍ星フィット 

二本実線＝晩期Ｍ星の範囲 

ミラ型星の大体の領域も示す。 

(Feast 1982 による。) 

 

 

 

図５．ＳＲ の二色図 

○ 表１から 

● 表４ 

× 表４（弱いバルマー輝線） 

 二本実線＝図４の晩期Ｍ星範囲 

 

非常に青い星は赤化過補正か。 

 

 

 



  

図６．ＳＲの変光による移動              図７ＳＧＰのＭ巨星 ○＝非変光、×＝変光星、●＝

その他 

 

図２、図５を見ると、Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎの星＝(|ｂ|＞１０°)にある１０８晩期Ｍ型星、 ＳＲ（表４ Ｃａｔchpole），低温バ

ルジ星は（Ｊ－Ｈ）－（Ｈ－Ｋ）２色図の同じ領域を占めている。それらの星は似た天体であることを示唆する。 

 

もし、Ｓｔｅｐｈｅｎｓｏｎの晩期型変光星がバルジの晩期型星と似ているなら、もっと早期のＭ型星が銀河面から離れ

て存在するだろう。そのため図７でＳＧＰ星を調べた。×の変光星が冷たい（赤い）領域にある。 

明らかに、ＳＧＰ星は近傍星の右側に寄っており、図２のバルジ領域に広がっている。 

――＞ 

円盤から高い所にバルジと似た種族がいる。 

これは、Ｗｉｎｇ１９８９：ＳＧＰ星の狭帯域測光観測でＴｉＯバンドが強い。 

              高メタル？ 

と合う。 

６．結論 

 （１） 近傍Ｍ型星は（Ｊ－Ｈ）－（Ｈ－Ｋ）で狭い系列＝σ （[Z/Zo]）=0.08 

 (2)  NGC6522では[Z/Zo]=+0.2 

 (3)  銀河面から５００ｐｃくらい離れたところにバルジと似たメタルのＭ巨星が存在する。 

 （４） それらは多分 thick discか inner halo に属する。 

 (5)  バルジはこの種族の中心部分であろう。 

  

 この結論は厚い円盤の星がバルジ星と似て平均するとかなり高メタルであることを示唆するが、今も生

きている話なのか？メタル量ならもっと確実な手法があると思うが追究されたか？ 


